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産業のライアサイクルと発展のメカ二ズム

fl 
I 従来のJ在近仁7法にfoljる批判

II 障を業のライフサイクノレ

m －つの二重経済モデノレ

IV ～重経済f. ＇，ける発 1品川メカニコ： d、

V 総合的産業発展仮説
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本稿の目的は，産業という視点からみた経済発

展の Jカニズムを再考し，その産業発展の長期的

なプロセスについての一つの仮説を提示すること

であるの

経済発展の産業的な見方（以下！授業発展！とL、

う営業を用いる）は，かなり古くから多くの経済学

者や経済史家によってとられてきたものであり，

今日でも，経済計画や発隈政策の一つの拠り所に

なっているものと考えられる。発展途上国におヴ

る開発戦略の選択の問題などでは，たとえば“品，

業か工業か”あるU、は“両者のバランスのとれた

発展か”とヤった議論がよくなされ／るし，先進諸

国においても，産業聞の均斉的成長とか，もっと

最近のトピックでは，公害を考慮；二L、れた産業の

再編成といった問題がしばしば論ぜられる。

しかしながら，産業発展についての従来の経済

理論的取り扱L、は，レオンティエブ以降の産業連

関論的アプローチ（発展との関連では，ノ、ーシュマン

〔7〕， rェネリー〔3〕など〕ポ中心であり，発展初

期の産業構造問題を扱ったものとして二重経済論

（ブーケ〔2〕の先駆的業績以降のルイス〔14〕，フェイ・

2 

山 下彰

レ三ス〔6〕，ジヨ lレゲ‘ンソン〔10〕など）がある程度で，

産業発展のメカニぐムとその長期的発展形態を考

察するという目的からすれば，まだ十分とはいえ

なし、だろう。赤松敦投の雁行形態論〔1〕や噌最近

の稲田クツレープによる経済発展のメカニズムにつ

ヤての数学的研究CRltJ.どは，との方1!,Jの研究と

して優れたものでのるポ，第 1日で述べるような

問題点を考躍してみる必要があるだろう（？ルクス

流山産業だ 11（の見方には，ここでは触れないことにす

る〉。

本稿で者察したし、一つの産業発展仮説は，こう

した従来のアプロ－rをまったく排斥してしまう

ものではなく，それらの修正的総合とみてよいの

かもしれなL、。ただ，その総（；－化の過程において，

諸仮定の基本的な考え方や，発展の継起性，累積

的相互連悶などに対する考え）5にわれわれの特徴

があり，独自の立場が出てくるものと思われる。

はじめに，従来のアプローチに対する批判を行

なL、，つぎに，個々の産業（部門）の発展ベター

ンないしは生産関係の特性を考える。それは，産

業のライ 7 サイクノLについての一つの芳察ともみ

られ，主としてロジスティック型のサイクルを描

く産業が存在することを強調する。つまり，ある

極の産業の発展ノミす－＞は，その産業の／JjJ見当初

はゆるやかな成長過程をたどるが，間もなく急激

な収穫逓用局面を迎え，急速な経済発展をとげる。

しかし，そのロジスティック曲線の変曲以を過ぎ

たあたりから収穫は逓械的となり，やがては成長



Ⅰ　従来の接近方法に対する批判
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の伸びもにぷり，ついには安定，衰退への道を歩

む，というものである。

ここで，三重経済論的発想、を持ち込み，在来の

生存部門（主として農業）とこの新産業との関連

を分析する。その際，労働，資本，財それぞれの

市場を汚慮にいれられるモデルを構築するが，こ

こでは主として資本蓄積過程｛こ焦点を合わせて，

両部門の連聞からみた発展のメカニズムなるもの

を少しく厳密にみてみる。

最後に，この二重経済モデルにおける発展のメ

カニズムから得られた示唆じ従来のアプローチ

から得られる教訓｜から，それらを総合的に扱える

産業発展仮説を考える。われわれの仮説は，上記

のS型の発展バターンをもっ産業（正確には財で区

別されるセクター〕がつぎつぎと出現，成長，衰退

していくさまを，お互いの累積的相互依存関係ま

で考摩して，結、合的に把えようとするものである

が，特にその発展過程における構造変化を伴った

累積的相互連関性を強調している。ここで，農業

のつぎにどの産業が出現するか，あるU、はすべき

か，といった具体的問題は，本稿の考察対象では

ないが，発！廷の戦略としてどのような効果をもっ

部門を育成すればよいか，などという問題にはあ

る程度の示唆が与えられるものと思われるc

I 従来の接近方法；こ対する批判

経済発展一般の問題を扱ううえで批判されるべ

き経済学的考え方として，まずケインズ的な超巨

視的アフ。ローチがあげられるだろう。実際，分配

問題や各種の構造問題を明らかにしなければ，真

の発展のメカニズムを把握することはできない

し，開発政策，とくに新しい財や産業を導入して

開発を進めようとする場合には，どの産業を，ど

れくらいの規模で，どこへ配置すべきか，という

産業的，立地的視点が不可欠になってくる。

われわれの立場は，これらのうちの産業的視点

だけに焦点を合わすわけであるが，従来のこの方

向での研究を，便宜上，つぎの五つのグループに

分けてみる：（1）膿史的アプローチ，（2）二重経済論

的アプローチ，（3)2部門経済成長論的アプローチ，

14）産業連関論的アプローチ，（5）多部門成長論的ア

プローチ。以下，それぞれの接近方法の特徴と問

賜点を考えてみたい。

(II 歴史的アプローチ

かなりの長期間にわたって躍業の盛衰を歴史的

にみる立場としては，クズネッツ〔12〕やチ且ネリ

ー〔 3〕，チェネリー・テイラー〔4〕など多くの研

究があるが，このか向の研究には，産業の泊長に

ついての長期的趨勢を結果的（統計的〉に跡づけ

るものが多い。そこでは，そのような結果をもた

らした要因にはどのようなものがあったかを羅列

するのがせU、ぜいで，そのメカニフマムの究明には

ほど遠い感じがする。

赤松教授の雁行形態論〔 1〕は，産業発展の一つ

のノミターンを示すという意味でユニークな見解と

いえる。赤松教授は，各産業が輸入→生産→輸出

という道順をたどることを“雁行形態の基本形”

と呼んだが，封鎖経済の場合は，つぎのパターン

がそれに相当するかもしれたい。つまり，ある産

業が発展の核となり，発展を先導し，他の多くの

関連産業が，あたかも惑星一衛星の関係を保ちな

がら，発展を実現していくようなパターンがそれ

である。これを，便宜上， “惑星一衛星的発展パ

ターン”あるいは“先導一後続的発展パターン”

と呼んでおく。しかし，赤松教授のものを含めて，

この程度の表現では，発展のメカニズムの解明が

十分なされたとはU、えない。表面的にそのような

現象がみられるとしても，発展過程における各産

3 
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業の連間性，弱者起住，ぞれに集積｛七（agglomeratiり口）

現象などの理論的，総合的な分析が要求されよ

a、
ノ 0

(2）ニ護経済論的アプローチ

発展の初期に起こりが九な経済桂会のー重十七i:

注目して，両者の関係を理論的に分析しようとす

るこのグループにほ，ヅーケ〔＇.？ jはじめ， yレイス

〔14], ブ .::cイ・レニス（ 6］，ジョノレゲ、ンソン〔10〕

らが属すゐ。こし＇＿）人達は，主として，｛ l*（畏約

百IIIJ号の余剰j労働）］および余剰生産力に発展の原動

力を求め，先進（工業〉部門がLれらを有効に利

用することによ d 》て発j共が可能になるとみて，そ

の発展のメカニズムをモデル化し，両者の発展に

果たす校対を論じている。

ところが，彼らのモデルでは，従来部門のン 3

の余剰（労働力と生産物）が発展の必要かっ十分心

条件として扱われている（注 1）。すなわち，発展の

ためにはこれらの余剰が必要でふり，そして，ぞ

れらが存在すれば自動的に発展が促されるように

なっている。もしそうだとすれば，これらの余刊

をもっ今Hのほとんどの低開発国は発艇をなし遊

げていたはずであり，するはずである。もっと大

切な原因は，企業家的特沖や資本，技術進歩，資

のよい労働力，適切な社会経済組織，等々といっ

たものであり，なによりもそうし、 7 たすべての盟

問を一つの方向（発展）に集中させる人や組織が

存在するかどうかに発展の成否ががかっていると

脅えた方が適切であろう。また，彼らのモデルで

は，労働や資本，生産物などのiii湯（特にそれム

の価格の役割）についての配慮が乏しいことにも

問題が残る。

(3) 2部門成長論的アデ戸一千

経済を代r友的なこつの部門に分割して，両部門

の資本蓄積と人［J月比長お上びそれらの部門間移動

4 

をおもた原動々とする均斉 .Ii記長モ手’レが，宇沢

〔19〕せの他によって数学的に展開された。〈二の徳

川モ =r'1cで扱われる；＇.;¥I門は，どちらも先進状怖を

すでにもっていると想、定され，新古典派的生産聞

を¥cが 般に採ff]されて ＇v、る。この 2tfl；門成長論しし

もともと低開発国経済の発展問題を分析目的とし

たのではないが、新111¥ltl，派的生産関数を仮定：る

ことは，少なくとも両部門がかなり高い技術水準

そもi，工業;L:,nかふり進んに先進工業国三三社象

としたものとみてよいだろう。なぜなら，発肢の

特性と人られる初期iゾ）収穫逓！（＇｝的側［［川、，発 11（の

需進期における累積効果などが司新古典派的技術

では取扱えないからである。われわれがS型の技

術を導入しよろとすむのは，このためであるう

このア f ローチの拡張とみられる柏田， IV.,lt~ ，

！主回〔メ－：，主，主欲的iこを展のメ担ニヨムを数民111下j

に追おうとしている。このモデルは，生存部門，

軒工業印門， t主化学二［＇＿・＇＇！＇）、部門の 3部門から成！）‘

i重化学工業部門への資本蓄積が進行することを

“離佐”としている。このことれら推ねされ弓よ

うに，発展＝資本蓄積立重化学工業化という単線

的な発展のモヂ／レである。こっモデYしでは，主化

学工業部fl可への資本苦f討が進むことを町陸とみる

反面，軽工業部門に資本が蓄積される二とをその

日II'陸失敗のケースと lて扱ってl、る。現実の住済

発展過程をみてみると，生存部門からいきなり重

化学工主化を押し進める例はほとんどなく，必ず

加工度の低い部門からスタートし，除々に重化学

工業イヒを図って＼、くのが常である。こうした発展

時期に応じた産業の役割や，それらの出現，成長，

衰退を明らか；ーできtn、のがこのモ cf'.＇］，.の欠陥で

点、ろう。少なくとも，重化学工宅，軽工業の例で

考えた場合，重化学工菜だけが成長するのを高1i陸

とみるのではなく，阿部門がHUi連聞をもちぷが



　産業のライフサイクル
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ら［，司昨に成長していく過紅を発展とみたいし

(4) 産業連関論的アプローチ

このグル－ ！には，レオンティ 1 f 〔13J；まじ

め，数多くの理論的，実証的研究が含まれるが，

ここ －c ；土発h~i'.i, l二回の；：！］克明題にノjミII交を与／：たも

のとして，ハーンユマν〔7〕の］JI!)i i遊間， 1ゑh連

聞の効果につL、ての芳え：かとチェネリーら（「3〕

お.U戸〔4J)山花業の治）長ペター〆じっい三ぷ）{ilf 

究などを代交的にあげておく。

1f主連関モ y 'cは， J,';]9;11γ〉ように，中間ll'£1JI乞

合めた生産，日以売の産業問のすべての連関を〕意

的1:-iJと定できろ仕組みを七ち，ワ＇ L・内スのー牧均

僚がILli;tを理論的j辺り日！？としている、 二のア←／＇ Iコー

チの特徴は，発展における産業聞の相互依存性を

強，Viiずる点である。発俣のどの段階をとってkて

も，緩業問の持饗・供給の連関性をと湾！惹に入れる

ことは重要で，特に， パーシュマLv円いう1古）j；；五

よび後方の述！｝l効果の大きい産業G.:llfl発の戦略産

業として取りとげる考え方は，発肢途上国の経済

計11t1jや開発政；京を考えるうえで）！：＇，；；；に大！ iJであ

る。

しかしながれ，産業iiliWJ命的アヅローチのJえ大

の制約は，その投入係数（あるいは生産技術）を固定

的に考えるととである。産業聞の技術的な結びつ

きをー定にして，需要， f!巳h品価絡などの:JU変調

係を分析してみても，それらは所詮，発展のない

変動的側面を扱うにすぎない。なぜなら，活H込：:t

必然的に構造変化を伴うというのがわれわれの考

えであるが，そごでは構造不変とし寸仮定が中心

にあるからである。したi）、iって，このアプローチ

は，せいぜい鑑期の，しかも産業構造がかなり同

定的な成熟経済に適用－吋能かもしれ.／山、が，産業

が新たに出現してくる発展の初期の問題や，産業

権活そのも♂〉が大きく変化するこど在特徴とする

発展途上l主｜のよりJ）・期の問題に，この“がんじが

らめ”の体系を適用するのは適当でないと考え

～ァ

-~) ,, 

(5) 多部門成長論的アプローチ

フォン・ノイマシ［：（）〕，サモュエJレ：1＞・ソロ

ー〔5〕たどの多部門「＆長理論ヤケーン pJイク理論

（ラドナー日8〕，森島〔17〕，マッケンジー〔15］など〕

i t、均斉rtt-N.：ある L 、 l 土 t~匝大成長経路そのもの，む

よびそれらの周辺での安定問題を数学的に展開し

たものがほどんどで，発展の初期の問題を扱うの

に適したそ -p-・，レと l土1,、い難u、。その理内は，（3),

(4）のアプローチで指摘したものと同様に，第 1に

そこでい先進的な－！H1iが仮定されていることと，

第 2に発展の特性である構造変化を積極的に取り

扱えなU、欠陥をもつからである＂しかし，それら

しη業績t土，発展途！二固にお付る開発政策の目標な

どについてある種の示唆を与えうることは十分考

えられ，土た，その後の最適「it丘問題につ1、、ての

数学的処理は，この分野での追加的努力がこれ以

l：必要丹、レと考え九れるほどヱしガントになされ

ている。

（注 1) ジョノレゲンソン〔10〕pp目 333-334および

ェイ・＞ニス〔6J ，，＿，没者 pp.7-12およ 7fpp.23-

41. 

n 産業のライフ十イク J'v

発展のメカニズムを分析する前に，産業の発展

パターンle＼、しはそのライフ十イクIレを汚察して

おき7こい。

われわれは，人口の増加過程や無脊椎動物（特

に昆虫集団）の増殖過程，靖幸limの増大などが，ロ

ジスティック曲線を描くことを経験的に知ってい

る。この性質をもっ人口成長ノJ少ーンの実証は，

ノ｛－；レやリードによって1920年代から行なわれ，

人間以下の動物集団の個体数増殖の研究も，やは

ラ
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りパーノレなどを中心に，イースト苗，ショウジョ

ウパエ，ゾ内リムシ，アリなどで検J正されている

(1930年代）。社会，経済現象へのロジスティッケ

曲線の適用例も少なくなく，各国の小麦の生産高，

石炭，銅，石油などの鉱工業生産，木綿，茶など

の消費高などでこれを実証した 7：ごす亡 •＇／、ソの研究

のほか，発明の件数や船荷などでこれを検証する

例など数多い（／le1、。

これらの貯；／Jl!ひ持航）過程は，簡単なものとし

ては，っき、の単純線型ロジスティ、、ノケとして表わ

される。まず，掴｛本のJy守加を

dN aN(P-Aう
dt l’ 

(2.1) 

とする。ここで， Nは総個体数（たとえば人rn,

Pはその生態学的条件下での上限， ai土λ7の最大

増殖率と考えられる 3 これを人口について，

d"/¥f P N 
だ／1V=a i》

とずれば，人口成長率は（lli｛立待問］＇＇ jI）のffi1氾ポテ

ンシャ’レ）×（実現！？］能な増加の程度〉という式で表わ

される。つぎに、（2.1）式を積分して

N I》
t一一l+p，川

(2 .2) 

なる単純ロジスティック曲線を得る。国示すれば

第 1図のようになる。

このロジステイヴク曲線の表現iよ，上記の単純

mi図 単純ロジスティック泊料

N 

p 
？
三1d
 

N二一一＿P
』 1十Pc"' 

t 

6 

線型のものから，生物学でのゴンパーヴ曲線，社

会学的現象で適用例がある調和ロジスティック，

確率過程的なもの，正規分布やガンマ分布などを

積分して得られたものなど多数あるが，ここでは，

まず（:2. l式〉のような単純な形で、：産：業のライ

7 千イケノレを iラえていくところからスター卜した

1、
屯 C

まず， 「産業Jを財で医別される部門と＼、ろ章

l去で用レる。したが η て＇＼＇、ろ L、ろな商品の／Jj現，

成長，成熟，安定または衰itl:とL、う過程を考察す

ることで，産業のライフ十イヤルの検討に代え

るlit2 ¥ 

商品のライフサイクル論は，日本では，今井

〔9］，吉田（21〕など多くの研究があり司それに口

ジス子ィ、ソザ曲線をあてはめる試みがかなりなさ

れている。それムの研究によると、期間のとり方

や同じ財でもモポルヂェンジしたものを同一財と

芳えるかどうかどいった財の分知基準などに問題

はあるが，テレヒ＼扇風機，掃除機，冷蔵庫，洗

濯機といった日常的な耐久消費財に、上記の線型

ロジスティ、ソクがうまく適合するという結果が出

てL、る l住， 3〕。

吉田〔:21〕では，二の他iこ、ヂモンス卜レーショ

シ効果がロジスティッケな成長的傾向を強めるこ

とを，いろL、ろな研究例を引用して述べている。

ギモ効果の強い財として，たとえば．①主婦労働j軽

減型の財（電気釜、冷蔵庫，洗i夜株掃除機など〉，

②洋風化に関連する財（ケーラー‘ペッド，外国製装

身具など〉，③標準生活水準，教養志向財〔カラ－

TV. ピアノ，ステ L寸，国産乗用車，文学：全集，テー

プLコーダーなど），④誇示的消費財（外国製乗用車，

ゴ、ルブ会員権、ダヤモンド，スポーツカー，外国旅行な

ど〉，⑤スポーでノ・レジャー（スキー，ゴルフ用具，

ヨット，外国旅行など〉⑥その他〔30坪の家，ジヨ二
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ーウオャりーなど）等守があげられている。ヂモ効

果は， Eくに財の成長期を説明するのに有力で，

三の効果が強L、財はまたロジステ f、ソケ曲線i二ifi:

L、ライフサイ 7！レをむっと推測してよL、かもしjし

なし、。

.bJもわ：h-it，すべζ の見守が flジステ f、ソケ的な

ライフサイケァLをもっとは考えてL、ないJそれに．

そうい － d：こすイケ ！~ 仁従う ξ して七、－~ ｛ケ！cv＇〕

）.＇，］期や，導入， i当fll忠成長，成熟など円JI寺期を（千

財!J¥[,i］じくするとも忠，？ていな＇ 'V た，＇~·＇ i二仔！！の

ようなlHで［Z¥J:Jされる多くの産業で‘只lf,'I( ¥-1γ 

スティッヴj'j(J）の発！長、パターンを .f.：すことが多)j

而で実証されており，われわれ引見かのーペは，

こうい.， Tこ産業が発JRの先導産業；こたる可能性が

d会いとし、うことである O {ri己注白りにし、ぇ；土＼ あるキ五

済にその上ろな発民先導的産業が出現すれば，ぞ

れが写違反の7r,-,i. <W）を形成し間連産業の成

長を促し，その地域経済全般の発）J告を導くとみて

L、るわけである。

この仮説で，われわれは、発展のII寺期に応じて司

発肢の主役1cc演ずる産業が交替する可詑性をす》，.，

こどに注目してL、る。財で！豆りljされる畑カペ、産業

分額により， A産業が離降、成長Lてその経済の

強展のき）かけをft,lJ、A産業；二なんらかの悶）車

をもっ衛.Ws産業B, Cがヲ J，司ll寺に主たは遅れて城

氏し，ある場合には発展の主導権がB、Cに干名るの

さらに，それぞれの産業が惑星一衛早ー的関連をも

むながら， D, E, F という産業；二発展の主

役がうまく移ることによマ〉て発援が順調に進めら

れていくとみ0。その場合， A、 B、C産業i1, 

後期では衰退する可能性もあり， j去の主役の；i有込

的産業として，いつまでも生き続けるかもしれな

L、。

われわれわ産業発M1仮説のも弓一つの特徴は‘

l二百己ヂモ効果の説｜円から推察されるようにー発展

の契機を主として，需要面に求めていることであ

る。主ず，消費財や産業中間財に対する需要がロ

ジミテ fソク的；二伸びることにより，需要・供給

面でその財と前方・ iをjj連聞の関係にある財（亙

で）の！走長・発民が促されるとみるわけである。

したがマ、ご，われわれの仮説は司 ロジつ王子 ｛ •＇） ケ

的なヲイ 7 十イケ／1.,1を持 J ラ先導産業を軸にして，

tピrow!hpole C耳切疋の十い理論，mt.行形態論、 staplと

theory，産業複合体などの詰仮説を総合してみよ

うというものである。

はじめに，余乗｜］労働力を特徴とする小農社会に，

ロジス子イけク的諸民ぺ守一ンをもっ産業が起こ

寸たものとして句｜訪者を生存部門，後者を工業部

門と｜呼んで，この二重経済社会における発展の」

力二七イムを、少し詳しく分析することから始めた

下、
' 0 

C, I. 1 ) ,',c山［：！llI；よ U＇，そこで子IIll ：＜れごいと1

Hart, I I，“Logistic Social Trends，＇’ l円-15,1ma .!. 

九：o,.,50, pp. :-l:-l7-'.-l5：！本日目。

( 112) '.l米Jl 11[ 1'! j)' tllfii止に，同じ －7 （プ斗｝－ fア

)l ~,. i, ！と L、う法・＼cr, .~： I えろと． : 1 t 1: : '1 t ，・，品川

f!J"j:1'1りた、 新 II.• ；七1セリ J:;j ／，沿ご守る力 ＇ i, l. il ウI，、。

Ur: :l) Sm c:21〕pp.97ー103

皿 一つの二三重経済モヂル

三のモポルで｛~われる記号の意味は，つぎのと

おりである。

γ・国民総生産

A：生存部門（A.）の産出物〔主Eして農産物〉

X: 工業部門（X）の産出物

K目資本蓄積量，添字 i( iエ A, X）で両部門の

資本蓄積量を示す（以下同様）

,V: j恋人口

【円余剰労働人口

”， I 
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L：原用労働Z司令（man-hour)

I：投資額

f,j: i/f-!¥jlCJから j部門への交叉投資（i,j=,1,X) 

s：総貯諸制

1 >;: I財に対ーする＇J；要舟

正I:.il(Hで決jられた生存賃金不（待問：＇ iり〉

τ（！： ，＼・；＇；i¥jll］での時間、Jiり賃全乎

I》： Jl財でint!られたX射のf1lli格（X;';iWrJの交号条

f'l) 

。：資本のレンケル

r：地代

R: A古Jifli］の余乗lj CJ白代II~ 人－－ r.1) 

II・ X部門の；：丞干I］潤

πz i i1llf可の手1］￥向、宇

臼. ,1部門の技術進歩率、

13: X部門のJ_l:Wr進歩率

』：人Jj成長率

ふ： i部門の減師f者却率

議論を限定するために，つぎのような仮定をお

く。

（仮定 1) 生存部門（.1〕と工業部門（X）ど

で成立つ二重経済を想定する。

（｛反定2) 余乗lj労働力は生｛Hil5111Jで日如、れてお

り、工業部門への労働力供給は無制限とする

（労fli/J;,j＼；制約になる！iiiの：Uゴ'IF士はきとどすご》）' 

（仮定 3) 余剰労働力の存在により，生存部門

（！）労f面JJの限界主i主力は，生？子民会｛否）よりも

侭い。

（仮定 ,1) 企業家的地主は，生存部門の余剰を

①工業部門への投資，②生存部門への役資：＇〕

どちらかに振り可てる。その配分；土ζ主主l,fl9

の手！Ji件￥にfid'iーしてがとめ九れるものとするわ

余剰のYトllJ送余l土ここでは汚えない。

（仮定；） ) j品ifm門の賃金所得はヤくてif'j茸さ

8 

れ，貯菩；こはまわらないものとするc

（仮定 6) 生存却門の生産関数iこっL、ては司生

i主要素山限界生産力l士、寸ヲスで逓減的であ

IJ , ／~則正に問して ll:z.f基 jffi減と似宅す仏、

( {lj；む 7〕 工業：：11,1j11J）生五問＇i／；：にit‘九i;1.，；，の

｜浪 1外生産力l上－／二子スで‘ そのゴ i欠微分方：:ir.

-'_t '・', flと変わる口二、 4テイソケ ll'.I：あくを｝11.'.，と

する。討l1曳法WJ：土、づ告j毘の初期に以楼活J「）けつ

であり， i会守 i二収穫：不定、近-il主i't＇.」とえる。

( {J.i定 8) 生存（rJ,jlヲtJすにみIする・，；＇，d［：土人口に］上

iヒ（刊するも，nとす；，：， （もし人ilボロジスヰ「、ソ

ケ 1nな滑りト、担ーンをとイp とすれば，この’rkt·~ 日ぴ〉

Jfj川ベ乍ーンもそれにi佐J、工芸止i；川財iこど｝寸

るt/}!);gii, 『首好の変化や時間的陳腐｛仁など－.＇）

ほか，その価格，｜市j部門の民全11r1tJ，利子所

得＇／；：々 の共変｜羽係を通じ亡、：市民的に p ジミ

ティ、ゾケな j闘力II, ;・ 11ーンを心－；） tのとす三え

ー，，
也〉 ι

({h：主り j 工業夜間lゴv) 干lj 】問；土寸一べて工－＞／／~;';i；門に

投資され，生子炉育1;iJ9へは投資されない。

（｛反定10) 地主l土地代収入の出大化、企業家は

干IJ，間の極大（じさ日的とするラ

（仮定11) 政府活動，外国貿易i--t，簡単fじのた

めに除外して汚える。

この二主経済における労働力関係法，つぎの上

らに考えられてし、る〔：Ly［）司の；釘十二i土適穴省略す〆ム〉。

;V,=,V,,," 

人：== :v.r十（λ，__ ，十U)

J, J，，十J,¥ 

/, I二 a（.＼＇＿， トu〕
J, r =b;V,. 

ここで， λ’oは初期時｝，＇.＇；の人口， a,bはそれぞれ

(:-L 1) 

〉〉d，
 

t
 

（
 

A,X部門における 1人当り、F－均労働時間を示す。

」i土外生， L.,, L，；土日ljに谷部｜可の生産関係で決

めら;flるものとする。
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まず，生イヂ郎p11でtt，全経済の主任必前品CI)

に対；る；：，；'j!f:(D ,) i上， 1人当り F七存必’，抗-i品を r

とすると

I >.1二 iヘ (; WI/SI.) 1
 ．
 

F

’曹、

で•＇ .ij えら jL，それに夫I4－ふ！i"i'i£.を

il=e"F.1 (L 1, K1) (:HJ 

とL、う生：＞＇：＇！尽長女 i 2）て， f長蛇／，＇； ・fr-tる：う＇ －‘ 

すlrh・t,,

A= n.1 ）
 

六
Ji

 
（
 

のj：うに（J今f工うけこのfrl；円引＇！ c産tVI数は、仮定に

よって＇）ぎの性質をもっ〔 iU¥

βF, il'F.， βF  ， 
プ＞O -, 2く｛）ー〉（），

i,K.，’ai:.,i ’iJ[, 
(:Ui 

がFi よF.1
’一． 一、－iJL,12'-", ilt., 4〕K.1.－，，リ

すなわち，労働と資本がスムーズー二代替IIJ能九．

収穫逓滅的性質ーをもっt;li古典）IKJ11lの生産関数が何

定されている〔1±.4）。

一二五経済社会の段階では，この，＼＼＼Ii守に企楽家（（J

精神をも J I jこ地主が存在するようになると想定さ

れ，生存部門での生産余剰を生産的に利用する仕

組みが倉I]•J / t'iされる。地主νi1U:ttll'£Aは，

R＝γA (3. 7: 

すなわち，農産物の生産高の一定評~分と表わされ

る。ここで，

A
 

A

’
K
 

4

は

付

L
t

ミー

t
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也

L
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一Z

ラ
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斗

で
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ノ

一

’

A

ニ
バ
一
一

tJ

ぺ

A

ふ
”
げで

(3.81 

(:U) 

のようにして，（3.5）の制約の下で池代 （，－） を決

めるο

こω生産余剰（氏）の部門間配分は、工業部門の

利潤率に依存して決まると考えられているので，

後述の（3.16）ーは.21)のメカニ：〈ムを通じて批

資に主わきれるものとする。したがって‘われわ

れのモデルでは，生存部門は二重経済的発展にき

わめて言重要な役；t;iJを果たすど Jヲえ人Jl，工業部門

で必要な労働力の予備単をかかえているだけでな

く、工業労働者を養う i二足る之け山生直：，＜カをふ

ち、 T業許IW司の成長に必要た資金の一部室で賄れ

と似定されている。このペーバーではあまり触れ

ないゆれど、 tし生存古日門中、このようた条件土11耐

えヤいなけ j1,if，二副：手済的発展は失敗するか、

あるいはその速度が著しくにぶることになんう n

.L：綾部1111の生出関数も， i11H主にして

X=e－’F1(K，.‘£＼） 

で表わされ，つぎの性質をもっ：

iJ.1111 

,;Fv u'F., ，，市＇Fミ
プ〉（）「0 . >O, 

，，λ1 ’iJK.r2三’iJK.10I,1

nF, iJ・F,・ 
. >O 一之0

r,J, v ’iJL1 

13.1] I 

また，仮定7の規模訟川に，以下川上ろな表明金

Jj.えてお〈 (U ~、 0),

1見tiに閣して収機逓憎（初期成長期）・

Fλ（/Jf:.1, 11L.,)>ilF.1(K1, J,1-) 

);ii岐にWILて収陀一定1Ji1・：換，，，，＿け）：

F.r(l!Kx, IIL.r)=iiFx(K.1, Lr) 

士1.:mこ引Lて収楼逓減（安定，安退Jl)j)

Fx(OK.,, /JLい＜OIヘ（Kし J,.¥)

I (1.1~1) 

X財の生産量は， X財に対する経済全体の需要

量によって決め C-：，れる。 X財fこ対す－る需廷の｛申L

を，つぎのように表わ寸借S',o 

D.r二 pD1・ (7.x-D.r) ）
 

qH 

唱
E
A

内

ο（
 

こよ二で， h.1 =di以－／dt,Z1・ f上X貯の書店空u保i.f! 

量，1)__ ！：：.限値で既知， μi土定数ハこの激分方程式を

解く左，

J)_, Z.1・ 
l十Zx1・ (:l.14) 

という単純ロジスティック曲線を料る。

Xpjの生産は‘企業家の利潤極たの条引の下で‘

k記生産関数〔3.10）を制約にして、この需要最

に見合うように行なわれる。すなわち

入・＝n, <1.1;;1 

9 
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したがって，われわれのモデルは，基本的には，

所与の成長パターンをもっX財の需要の伸びに引

っぱられて， X部門の生産が増大し，さらにX部

門が，多種の財を生産してし、るとすれiま内部連関

を，複雑な多部門経済では他の部門との連関を，

需給面で起こして累積的発展を達成するメカニズ

ムを内包し，それを特徴としてL、るらまた，全体

のそヂノレをながめてみればわかるけれど，このモ

デノレでは労働力が制約にならないような仕組みに

なっている。この点，これまでの 2部門成長モデ

ルや多くの低開発国発展モデルと体質を異にして

いるといえる。

供給面jにおけるもう一つの動学的側面である両

部門の資本蓄積を，つぎのように考える。

K11十o11KA=I11+Ix11

Kx十oxKx=lx十!Ax

L1出 R-Ltx

Ix.1=0 

Ix口 I(X)

I..ix 1こ rピ ＂A_R （π.＼27'".lのとき）
¥ ＼ πX 

l=O (r.，く口の土さ）

(3 .16) 

(3 .17) 

(3.18) 

(3.19) 

(3.20) 

(3.21) 

この勤学的側面，特に両部門の資本蓄積における

相互連関は，二重経済における発展のメカ三ズム

の核と脅えられ，次節でくわしく分析される。

最低生存賃金率（否）は，制度的に所与かつ一

定。すなわち，

w=const 

工業部門の賃金率は

..ilFx 
w二〓ar_1

で，かっ

w＞芯

とする。

資本のレントは，

•. oFx 0F11 
IT二 1・・,'iK>. = JK~, 

IO 

(3.22) 

(3‘23) 

(3.24) 

(3.25) 

と考える。つまり，資本は，完全競争的にその価

値限界生産力が等しくなるように阿部門に配分さ

れ，

K二五；1十Kx (3.26) 

と表わされ，両部門での資本移動が自由とoz定さ

れるのに）乏し，労働市場ではこう L、った限界原理

か働かなL、とする。それが適府できるのは工業部

門だけであり，（3.2）式が一応成り立つものの，

生存部門の労働力が完全に雇用されているわけで

はない。生存部門には常に余剰労働力が存在し，

生存部門に属する人たち（N11十U）の誰かが，生

存部門に属する人すべてを賄うに足る所得 （wL.4)

を得るために労働力をLλだ村提供するのである。

つヤでに，生存部門から工業部門への労働力移動

は，必要に応じて必要なだけ生存部門の余剰労働

カ（特に，質の良い労働カ）を引き抜く形で行なわ

れるものとする。つまり， X財生産には，労働面

からの制約はないという仮定である。

A日十でittiJられたX財の価格〔X；祁門のふ川qに対

する：U叫条件）は，本来， X財の需要畳と供給量で

決め九れるべきものであるが，ことでは（::l.25)

の式カユズムを通じて与えられるものとし後の

分析では，簡単化のために，それをー症と考える。

X部門における分配は，（3.8）と同じようにし

て，

PX士 Il＋τι，Lx十σKx Cl. 27) 

で示される。

主た，両部門の利潤率をmで表わすと，それは，

:-:1=R/K1 

r.x=ll/Kx 

で定義される。

(3 .28) 

(3. 29) 

悶民経済全体を，結果的にみると，まず，国民

総生産（GNP）は，

Y二 .!l十PX=D,1+PDx+I (:,.30) 

で示さh，また，総貯蓄＝総投資の事後的関係は．
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つぎのように表わされる。

Sニ R+ll=I

ここで，

l=K=K.t十Kx

である。

(3.31) 

(3.32) 

以上の定式化のうち、この二重経済モグルを構

成する有効な関係または，つぎのとおりである。変

数は， N,L, L,1, Lx, K, Kλ，Kx, DA, Dx, A, 

){, Y, S, I, IT, R, K,1, Kx, K, IA, Ix, I.u, Lr.1, 

a, w, p, ir.4, ir yの部個。関係式は，（3.1）～（3.5),

(3.8), (3.10),(3.14〕～l3.21〕，（3.23),(3.25）勺

(3.26）～（：l.29), (:l.30)*, (3.31）ぺ（3.:32)*の

介計28本（ただし，ネ印は2本〉でコンプリートで

ある。また，先決変数あるいはパラメータは，

No, J, r, w，α，fi, 0A，むの8倍。なお，Nx,(NA 

+U), a, b, rらは，モデルの働きには直接影響

をもたない補助的な変数あるいはパラメ｝タであ

る。

これらの諾仮定および諸関係を前提として，企

業家は， X部門の利潤 （IT）を最大にするように行

動する。企業家の日的関数は，したがって，

I I二 pX←加Lx σK,, (3. 33) 

つまり，総収入（pX）から労働および資本の費用

（τ叫 hσK，） を差引ヤた残り（利潤〕の最大化

が目的である。一方の地主も， A部門の生産余剰

R=A-wL.1－σK,1 (3.34) 

の最大化を目的とする位6）。この両者の利潤極大

化行動を通じて，二重経済における経済発展が推

進されるのである。

われわれの目的は，より総合的な産業発展の仮

説を検討することにあるので，その材料となる二

の二重経済モデル全体での発展のメカニズムを明

らかにする必要があるが，とりあえず，両部門の

資本蓄積経路に焦点を・｛＇.わせて，とくに発展初期

の収穫逓増局面における発展のメカニズムを検討

してみるよニとにする。

（汁 1) 六， J't. 住の JR低llir~必需品は，生存部， 1"1

で自給的に生産されるものとする。

(ii 2) ム般目立には，もう つの’I.rt:要ぷの土地

(T）を導入して， A=e•tF,1(L,1, KA, T）とすべきか

も： I lなl、が， ここでt士、土地h孔生e（バ部Ul'!Jにはち

ないものと考えておく。

（任 3) さら，・.， fAニ FA(K,/LA,1）と！ と，

f,1 (0) =0, /A (oo）口∞

f,'(0）二日ご， f,'(oo）三（）

という稲聞の条件を加える。

(,¥: 4) 通常L勺｛氏開発国発悦モデノでは，有効な／1'. 

i'JFA 
低、ij（動力 1J:1艇をほえる労働力仁ついと日正五＝O（過剰F;

働の一つの定義）が仮定されているが，われわれのそ

デペ三は， 11，産1D1ごのそぺいラ fニ制約はなく、どこ主

aFA 
でI,,L~ >Oでゾ） i］，前唆がfl＇定的仁， L産量主決め，：

仕組みになっている。なお，農業部門で新古典派的生

産ll-'.I数をl'l定することい司このir1；門レ lて(T,)Iと展か i

でに安定期にはいっているとみるわけで，さきに与え

た2:i；門口tj、論じ生産:t~ 術＼山コメント k，発展初

期における工業部門の，それに対するものと考えられ

fご，，、O

en. 5〕 和要の伸びは，いろいろな形で表現可能で

あるが， よーでは単純にX財の穏要が土脅えるほど楢川

すνギモ効取的な部分 （：，Zx• Dx）と，阻止3れる門J

分（一μDx2）の合計として考えている。いま一つの注

怠'1,μおよび Zxをコ／スタントと｜てい心こと 1 こ

のため，実際より速く飽和点に達する可能性が出てく

る。そこで，こ Ht'.，をl時n:iを通じて変化する上うに．

μ (t), Zx(t）と考えて，この過程をよりダイナミツタ

にすることが考えんれる。

（注6) 地主が資本の所有者である場合は，

RニA一五•LA (3-34) r 

とする方が合理的かもしれない。

町二重経済における発展のメカニズム

上記のように単純化された三重経済における発

展のメカニズムを，両部門の資本蓄積過程の観点

がら考察してみよう位1) 0 その検討にあたって，

I I 
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のうちはその絶対値も小さく司残りのプラス項目

を！凌駕するまでこはL、t勺らない三ろっ。その局面

t土II艮〆＇－c‘（4.13）はi前足されよう。そろいうたr.h1

面は，発展の最後まで続くかもしれないが，一応，

kの｜肘ιで，（1.15）山＆立する範聞での分布？とし

たい。

14.10: 

μ～，＇ .“.，，も
となる（／こだし， a-:.r',>0：..かつρよ；。i~＂＼＿＞ il 主考制←

十4.11,

日＂F.γ
判官 F ' ()  

OJ、.＼.

したがって，（4.8）の符号は

dπA 
Z一＞Oclkx 

であり，

H!t削こ｜刊してl」宅部sr11iニおし、ごv土，とk:.. J hく，
;s －~符｛｝は不:ii:).

収穫ー；との局面
一定，逓減という局面が発展段階に応収穫逓増，

）
 

－
1
 

1
 

（
 
この現f子，

へw 一、”
Xーの；、 Iλ..~ ;';1 K.r二町

りJ,¥ () r.... .r 

まT二、それと同時に、

月柳 F

( ,1. 8）で与え同たIK'.rが，それぞれ正，

じてIL寸ると I;えられ司

l、，l.U)
ゼ p,

負と符4すを変えて，各段階を特徴づけることが予

となり， 1un，け符号i土、そわ 11illの；＋＼ I l支配ど

iJ2 Ji, " . 
、 .; ) 'iJJ果日誌くと，

r!K，δL .r した／i;＿，.二，工業部門のf:IJI河率。）・I主質

L tc¥ :1ケース（:f.工芸（収区別してにJ 〕し、－cl土，

内1さi¥ ＜，。

c-1.1:r1 

る符＋？でひとまるι

ヘer，、 2 ‘
り I'γ ”l'¥. 、子I) (/) レ・"< ... 、主主O
aK1 」 に dK.1 ”

とts.る。 険討する必要があろう。

κr{立これで，向．部門の資本蓄積経路を， κ1
十II閑，：ph:ise<Iiパトram）で検討；j・る基本i't/JなキJ!Iが

itcz符逓減（JZJ局面i

この部門の発肢がある干山主＇ iJtんど後（／）

1見模法＼＼I］のiii定から，

、、、t
’
・1・1l
 

〆
11
、

こjLは，

Wit古！とJうえられ．

揃った。まず，生存部門の資本蓄積率をみてみる

と，K.1（乙OH丸、（3.l(i)～（3.＇.？］＇および（ 3.引か

riF., 
,; f;.’ K., >O r 

日F¥' 
Xーペ， h L., 

イFJ. ¥ 

ら，

; ' :, .I (J..:: 11 • - T 

1¥..1 'r.xCK.rγ：＇／1-,d,.1-,Jf,,1) -0.,h.1 

(4. 14) 

。2J,¥
という関係が得られる οこの｝日i出で，もし，DK,¥>o

。2p、
とし、う側面がまど続いておれは， Dkx<il，.， を考慮

(4. I Iii 

（κ1) 。（K.1,Kλ）立；：~ (Kil Vl-wL1ーσK,1) (4.17) 

とおくと，

Jよ4ヱ＝＜／＞（K1,Kr 

と喜季けるo そして， λ：.1=01ll1綜がKxの変化に応

じてどのように引くかを検討する。ぞれは，

d~, 1 ( .,,dK.1/dr:.1 u'F,1 ¥ 
ιKミニニ~.？＼L説＇Ki:¥dR':1-ii K'.~2 I 

このお辺第 1訂乞と表わさhる

(4. lf> 1 

。2f'r 
た， a):)=Oの場合も（4.15）は満た

（こL、AtCも，

<frrT 
く（I

dK, 

となる。

i工，要素しげ限界生産力もilJ;減酌と考えらぬる山で

（：己F；三≪i），その大きさと残りのブoラス」頁目との

きさで（4.8）の符L去は決められる O そこで，以卜

U）分析につぎの上うな限界を設けたい＇・＇すなわれ

rP F, 
a Lがゼロからマイナスになったとしても，初めuk,-

ここで対象になっている段階でしカミし，される。

(4.1！〔））

このう f:,'（託尋）のよ拾，（出）

また K.,=Oの｛反

13 

1aF., ¥ dL.1 d片.， l 
πや

で示される。

ーc考えるとI司じ理由で無視し，
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定の－i:では， σ を一定と仮定できると思われるの

で ;t；のJl'fカ鳴くなり，結局，（4.l!J)o，符号は

u;.,d"・' ""¥ ． ー π4さり
どIK1dK I clK、ぺ

に依了子すると汚えられるυ

dK, 
＞｛） dK, 

(4.:m〕

、戸、一.，てL

、ー 、一戸 、、 今

(4.三1)

とし、う仮定山、：，）， すなわち， jjf,Jffl＼門の資本菩積は

相互にiI：のi車問をもっ場合を考えると，はわから

？に＜O，およびこの部門の発展の初期jには；；K',>O 
e事

という（1.ll）の関係から守少なくとも発展の初

期iこは，（4.19）の符号iよ，

正11,
〈｛｝

dK x 、
(4.22) 

とかることが予恕されふし さらに、規模iこ11・1「る

収穫法則が一定かふ逓減的になるど， 1)1J；こλたよ

うにd~r' ぐ（｝と変わり，この湯合はいI. 2（めのう九
df<... ¥ 

のドミテントな項の符＋；ーを（，1.l!J）がとることにな

ろソ。 もし， K.1=0を強く解釈して，（4.20）の第

-J頁をマイナスのコンスタレトと考えると，第 2

、T）本：＜Oが絶対慌でそれと等しく fcI)' そし

ぐそれJ-.:,l,上になるかもしれなL、。

cl¢, 
〉：｛｝dK.r 

の可能性が現われる。

その場合iこ，

(4. 2:l) 

つぎに， 工業部門の資本蓄積率は， U.20）を

Irニ Cu－！「e,X (c, >O) ¥4.24) 

と特定化したうえで，（3討）， (;-U,), C-l.21）を

Jtlv、て，

ix二 Cu十d÷（1-::;)(11ー日，－，心

,,xKx (4. 25) 

とし，さらに，

Kxc.－－＝ψ（K.1ラ κ，） i,xKγ 三｛｝ (4.2f,) 

14 

どおく 3 ここで，

ピ・（Kt,K11二（＇，十，.，日（ 1-}~) 
Cl--i'Z・T,1－ σK ,) (4。27)

そして，前と［nJじように， K,1－｝ふF 平面における

Kx=O曲線の釦jきを調べてみるごそれは，

dい r!FxdK, , oFx dL.r clL.1 
d五：~ c, aK--; c!K.1十 c,6L－＿， 反ι.i;u？~

d訂正lKr
ιfれが’df.:.., . 1寸 d

- . "R十dKi-dK.-1 ・' 
一王子一R十

(1 庁！＼ ｛（川一）ιA川）-~) ・ t ,a.t-::; "I:n:c, -:sI::;,K什（4.28) 

で表わされるc 〔1.2的において，前ケースと［ii］様

に，〔・1.5), (4.7)司 〔4.11), (4.13）、 (4目 l;)J.

(4.21〕およびモデルの諸仮定を援弔すると，

clKx d,-r， 一

疋，＞o・dK.1く0, R=/1一九－aKA>O,

dL1 ,)'Fィ
認Jく（）， t;R主＜（）

などがわかる。 さじiこ，第 2J買に合まれている両

部門の労働力の関係が独立と仮定すれば，

(4.29) 
dL1 

二（）
dL, 

J ー

となり 山 Jミ0を含むよ買を除ヤてすべて正であ
正fλ1

る三とカミ;jッカミる。

以 l二のような諸前提をすべて認めると，規模に

バ布一

閲して収穫逓滑および収穫一定の局面では，，.， ., 
clK 1・ 

ご〉（）と想定されるので‘

d,:, 
>O dK., (4.30) 

l J-、ヴ

こ IJ_屯〉。 また．収穫逓減局面では， cl.--：； くりであ
dKx 

ると考：えられるので守 これを含むよ買とそれ以外の

JJ1 IJ v）絶対（［立の大きさで：t~（）が決められる o
.← 

；どlくりを合むJ頁がその他の項目の合計より絶対
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｛胞が大きヤか等しい場合tこのみ，

dψ －A dK.1ニとり ¥--l.31) 

という局面が表われ，それ以外は ccm）を満た

すことになろう。

これで，K,1-K11立相図におf:tるKx=Oおよび

K.1=0曲線の大体の動きがわかったので，両者を

組み合わせて，阿部門の資本蓄積経路の特性を鯛

べてみる。 Kx=Oおよび K.1ニO曲線を組み合わ

せると，第2図のようになり，〔4.16）および（4.25)

で示されたfl可部門の資本蓄桔の性質を考慮：ιu、れ

ると， i主体系の資本蓄積経路沿同！：図仁矢印で

示された方向に1（司うことが;j）かる山.＼ 'o 

どの図に示された動学経路の様相から，つぎの

ニつの結論が得られる：（1）工業部門の資本蓄積が

AB曲線（稲国ら〔日〕が“最小臨界努力曲線小と11，子ん

だもの，ただし後九の傾科はfl)以下なん，工業部rllJ

の発展は不i1J能と生1宇部門だけのL手一幸！：会の点〉

る状態、：K.1＊） に収れんする J (2）工業部門の資本蓄

積がAB曲線以上なら，両部門の累積的発展が可

能となる（離陸成功のケース〉。

Kx 

第2図の!ltiJ学的側面を，稲田らのそれと対比

繁 2 霞

」
λ：x＝ο 

／／ 
K.1* K.1 

して特徴と思えることほ，彼らが， i主化筆工業

部門の資本醤積だけが増大することを離陸とし，

他の部門との連関をそれほど配躍しなかった（彼

らの離陸は， Kz>O,Kx>Oで表わされる）のに対し

われわれのものは，両部門の相五連関的資本蓄積

な唯陸とみる CKλ＞OとK.1>0）ところtこ大きな

dK, 
通いがある。特に，わhわれのモデルでは，政－主

>Oという側面を盤視し，累積的な効果を積極的

に取り入れようとしている。なお，われわれのケ

ースで，時H陸失敗の時に収合丈する J:..1*iま， Kx=O

とした一部門成長モデルにおける安定的資本蓄積

解に対比できるものかもしれないうたt＂.＇し、この

Kげは L,iの増大を考慮にいれていないので，そ

のソロー・ホイントに等しくなるためには， K,i*

が L.1と均7干的仁成長することが必要ーになる。

七記cl）結論；こもどって，その政策的イン f 9 ・'f 

ー乙ョ Lをちえてみよう。との結論t土，上記のよ

うな二重経済において，とくに工業部門が市場メ

カニズムに委ねられると，離陸への糸口をなかな

かっかめないことを示唆している。したがって，

離陸のためドiま，発展の初期におL、て市場Jカ二

ズムを無視した自助努力あるいい政府による工業

部門の保護・育成が，図の AB曲線を超えるまで

は必要とされることになる。楽観的には，外国接

助がこの役割を果たすことも考えられる。しかし

ひとたびAB曲線を越える資本醤積が工業部門で

行なわれると．あとは市場のカで加速的な累積的

発展が期待できるとみ「〉れるのである：d:5）。

三れまでい，第2図の両曲線が交点Eをもっと

とを前提としていたが，その交点が存在しない場

合にも注意を払う必要がある。第3図にみられる

ように，もしその交点が存在したゆれff，あるい

はそれに近レ状態にあるならd，離陸の転換点で

Eラ
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需要i函からみた発展の累積過程がどのようなもの

であるかを分析できるはずである。

また， X財iこ対する需要のロジスティック的な

伸びと X財の供給におけるやはり S型の発牒ノfタ

ーンどの関連も．この二重経済モー子ルの発展過程

の研究で重要な側面である。（3.15）式では， X=

D r，すなわち需給が一致ずるように生産量が決め

られる形にな〆》ている。ここで，われわれは，需

要先導型の濯業発展仮説をとっている。つまり，

まずX財にたjする需要が伸びることボ，発展の必

要条件であり，その供給がそれに迫いつくことで

発展が達成されるとみている。 f全壊家の任務は，

したがって，前要最と現実供給量とのギャ、ソイ（G)

G (t) =D.r (t) -Ds (t-1) (5 .1) 

をいかに埋めるかである。新製品 ex財〉に対す

る需聾の伸びは，実は，文化，価値観，態度など

の変革が前提となるかもしれない。供給面におい

ても，労働の質の向上，組織の変革教育，資本

の質量両面の向上などが要求されよう。われわれ

の仮説では，そういった計べての企業者能力，経

営者能力，教育，社会・経済組織などが，上記の

ギャッフ。を理める活動のriJに，また詰要・供給力

の伸び自身の中に，そしてそこで苦積された資本

や熟練労働者の中に体化されていっているものと

みてヤる。この産業発展仮説の中では，特i二，そ

うした経済的・社会的活動が相互に密接に関連し

合って累積的な発展を生むと考えている。もし，

それらの連関性が少なければ，発展は累積的とな

らず，砂漠にまいた水のように霧散してしまうか

もし才しない。

ニ重経済モデノレにおける発展メカニズムの検討

は，より総合的な多産業の発展仮説への導入部で

ある。産業の数が多くなれば，産業相互間の連聞

は）般に強くそして複雑になる。それぞれの産業

の発展パターンの違いやその出現，成長，安定，

表退の時期の相違，代替と補完の関係などを考躍

すると，これらを一つの仮説でー般的に取扱うこ

とは不可能になってくる。しかし，上記のような

単純な二重経済モヂルにお付る発展メカニズムの

険討や，前出の産業発展へのいくつかのアプロー

チを参考にして，累積的相互連関現象を特徴とす

るわれわれの総合的産業発展仮説をうち出すこと

ができると思う。以下，その仮説の概略を述べて

今後のわれわれの研究方向を示したいと思う。

まず，衣・食・住の最低生活必需品がすっかり

自給的に生産されているような生存部門だけの経

済（小農経済）でじ，特別なインパクトがない限

り，人口成長に見合うだけのA財の生躍をしてい

けばよヤことになり， station乱rystateの状態が

続くものと想定される。

衣・食・住の生活必需品でも，需要がある規模

を超えると，あるいは交通機関の発達などで市場

が広がると，分業や大量生産の利益が出てきて，

都市やその周辺に工業が発達する可能性が現われ

てくる。その工業の中には，前述のようなロジス

ヰィック的発展ノξターンをもつものも含まれてお

り，資本蓄積についていえば，もし，生存部門の

それと相五に連闘をもっ（dKA/dKx>O）とすれば，

前節で示したような累積的和互依存的発展が可能

になる場合もあれば，第2図のAB曲線以下なら

いわゆる離陸に成功しない場合もありうる。

このような二重経済に続u、て，あるU、は同時に

第3，第4の産業が出現し，需要・供給両面にお

けるさらに複雑な相互依存関係を展開しながら，

累積的発展を遂げていく可能性がある。この種の

累積的発展には，いくつかのバターンがあると恩

われるが，そのうちの代表的なものを以下で考察

してみよう。

17 
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一つは，先に紹介したように，ある特定産業が

発展の擬（ポリレ〉を形成すゐどともに，発展を先

導し，いつ主でもその地J~t経済の発展の主役正し

て君臨し，それとの連関効果が強い他の多くの新

旧産業がそれに続き，主役をサポートしながら自

らも成長していくような累積的発展パタ－－＞ ，，こ

れは，先に“惑星一衛星！YJ発）長パターン”日子ん

だものであるが，ここでは“単極単調的発展パタ

ーン”と!Iヂび存える（注1〕。どのベターンは， ::fi炭

その他の鉱山発見による地域経済成立のケ←スに

みられるように，その先導部門カ2いつまでも地域

経済の中心にあると同時に，主役産業の表退は地

域経済の交｝立を意味する，とし、う特徴をも J 九

第2のパゲーンは，技術革新や社会的精造変｛ヒ，

H蓄好の変化などで，発展の主役になる産業がつぎ

つぎ、に交替していくパターンである。その時期の

先導産業i士、それぞれ上記の惑星一衛星、ηt¥lli係を

保ちながら，多くの衛星産業をひきつれて，つぎ

つぎに新たな飛躍の原動力となっていく。この場

合，経済全体でみて，発！廷の主役は一時期に一つ

を原則とすれば，これを“単純；遷移的発展pげー

ン”と呼ぶことができょう。この主役交替劇でみ

られる特徴として，衛星産業は，主役産業の交替

や消長により勢力を伸ばすものもあれば，主役と

運命を共にするものもあり、その中から次期主役

に育つものもある。

もっと一般的なパターンとしては，先導産業の

役割を果たす産業が多く存在するケースで， “多

極遷移的発展ノ？ターン”とII子ばれるべきノ1 ーン

がありうる。これには，先導産業としての樹の聞

で，お互いに連闘をもっ場介Jつもたない場介が考

えられるが，ともかくそういった多くの泌的産業

の存在と，それぞれの主役の交替，およびそれら

の密接不可分な相互連闘を特徴とするこの発展ノξ

18 

ターンは，上記ニつのパターンを特殊ケースとし

ごた｛1＇，より一般的なものと u、えよう。こうした

主役産業の交替やそれによる発IJ'lの累積化を，長

期的な産業発展ノfターンの大きな特色とみること

ができる。

i件十七遷移的だJi~ ，、ターン （ /i， る L 、；土多極遷移ハ

ーンの中のーっし叫んf〕宅展）には，その先導産業山県

たす役割をみると，（i）収穫逓増型のもの，（ii）収

穫i燈減型のもの、および（iii）それらの混合型のも

乃；：ふ小ると予想される。代表的な二ぺのケース企

図示すると，第4図，第5図のようになるだろう

他 2〕。 （［%！の中の Yるは i産業の生産〔または需聖書〕

｝止＇ Y;i主その上lil~ ＇.1i'r E示す〉。

すたわち，収時 iffii＇，~型のそ11 ：：工，個々には小さ

な波を描きながら，全体としてロジスティック曲

線を揃き，第 1期の主役産業の上限から次の期の

それとの幅（子I ，＇，子 ictn）がだんだん大きくな

る。それに対して，収穫逓減型は，新古典派の曲線

に近く，上限の増大幅は時間の経過とともに減少

十るコ前者は， ill間発国の累干it1YJ蒋l見過程に対応
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Yo 
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し，後者は，先進国の飽和的現象に対応するかも

しれない。現実には，も，と複雑な組み合せが必

要で，全体としてさらに山と谷が連続する循環現

象まで考慮にいれなければならないだろう。

これまで述べてきた幻れわれの産業発展仮説の

主要な構成要素は，発展の初期における極（ポール）

あるレは核の形成，個々の産業の発展パターンの

特性，特にロジスティック的なそれ，在来部門お

よび新規の諸産業間の需給両面での構造変化を伴

った相互連悶，集積化による外部経済的利益，先

導産業の継続的交替，産業複合体への発展，等々

といったものであり，それらを通じた累積的発展

ということがこの仮説の中心にあった。本稿で扱

ったのは，そういった現象のうちのj》ずかな部分

であったし，実証分析による裏づけという課題も

残されている。今後，この方面での盟論的，実証

的研究を，アジアを中心とする発展途上諸国につ

いて行なっていきたい。

(ii 1) 弘、松Cl〕の μ！窪行形態の・tt司、型”の店内産

業（r'J解釈とみリ，く。 Jぺ公〔1〕が， “雁行形態.＇，変

型”と呼び，小島〔11〕が“生産の多燥化”といった

ものは，後述の治2のパターンの特効、型と考えて上く。

(ii: 2) r,Jinami〔16〕の人口動態パターンからの

類推。
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注記……本析のモデノレ分析の部分で，当研究所の岩断

海行，側JIJ；＼透1,1,jJ＼：から 1J益なコメントをU、fιだU、

た。謝煮を表したい。ただし，残る殺りはもち7;

ん執筆者の責任である。

〔経済！な長調・t仁子百；）

アジア経済研究所刊行

将属，々イ，ブイリど／， f，湾，インドヰンア，インド，

オーストヲリアの契約法を大陸法系と英法系に分けて比

絞検討し国際契約lこ関する諸問思を闘際紅、法の面かん

分析し，さらに各国の契約法の概要及び特色を述べる。

アメリカ合衆同に於るラテ γ アメ 1）カ研究史を中心に，

ラテンアメリカに関する理論的成果の批判的検討を試み

ながら，「各自の経済発展の諸問題J，諸特徴をあ，）,_-:i_:し，将

来のラチンアメリカ研究に幾多の問題を提起している。

本書は，中国革命を政治史的側面からアプローチしたも

ので， l予命の過程を重b態的に措ヤて中国革命に潜む問思

点をマグロ， ミクロの両面から鋭くえぐり出す。中国に

ついての正しい認識と理解の一助となる好著である。

アジア経済出版会発売
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